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萬
邑
紀
行
解
説

明
治
十
年
の
「
初
め
ぐ
り
」
に
次
ぐ
紀
行
文
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
八
月
廿
一
日
に
出
発
し
、
九
月
八
日
に
帰
っ

て
き
て
い
る
。
秋
田
～
山
形
～
宮
城
～
岩
手
～
秋
田
と
、
四

県
一
回
り
の
、
往
復
百
五
十
里
、
十
九
日
間
の
旅
行
で
あ
っ

た
。仙

台
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
の
巡
覧
が
こ
の
旅
の
目
的
で

あ
り
、
こ
の
紀
行
の
内
容
を
「
農
況
親
報
」
と
し
て
報
告
書

に
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
紀
行
は
行
く
先
々
の
村
々
の
田
畑
の
作
物
の
種
類
及

び
成
育
状
況
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
歩
く
、
見
る
、
確

か
め
る
、
書
く
と
い
う
日
々
が
あ
る
が
、
そ
の
精
励
ぶ
り
は

ま
さ
に
超
人
的
で
、
そ
の
観
察
は
実
に
鋭
い
。

博
覧
会
で
の
慨
憤
を
み
る
と
、
当
時
の
石
川
翁
の
求
め
て

い
た
も
の
が
よ
く
わ
か
る
。
農
機
具
の
性
能
向
上
に
よ
る
農

家
の
生
産
性
向
上
、
ひ
い
て
は
国
力
の
向
上
を
願
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

旅

程

八
月
廿
一
日

豊
川
山
田

～

秋
田
馬
喰
町

八
月
廿
二
日

馬
喰
町

～

川
辺
郡
平
尾
鳥
村

八
月
廿
三
日

平
尾
鳥
村

～

仙
北
郡
神
宮
寺
村

八
月
廿
四
日

神
宮
寺
村

～

平
鹿
郡
横
手
町

八
月
廿
五
日

横
手
町
滞
在

八
月
廿
六
日

横
手
町

～

雄
勝
郡
松
沢
村

八
月
廿
七
日

松
沢
村

～

山
形
県
最
上
郡
乃
位
村

八
月
廿
八
日

乃
位
村

～

北
村
山
郡
花
沢
村

八
月
廿
九
日

花
沢
村

～

南
村
山
郡
山
寺
村

八
月
三
十
日

山
寺
村

～

宮
城
県
名
取
郡
愛
子
村

八
月
三
十
一
日

愛
子
村

～

宮
城
郡
仙
台
国
分
町

九
月
一
日

国
分
町

～

宮
城
郡
松
島
村

九
月
二
日

松
島
村

～

遠
田
郡
小
牛
田
村

九
月
三
日

小
牛
田
村

～

栗
原
郡
有
壁
村

九
月
四
日

有
壁
村

～

岩
手
県
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
村

九
月
五
日

金
ヶ
崎
村

～

岩
手
郡
岩
手
呉
服
町

九
月
六
日

岩
手
町

～

秋
田
県
仙
北
郡
生
保
内
村

九
月
七
日

生
保
内
村

～

仙
北
郡
境
村

九
月
八
日

境
村

～

豊
川
山
田
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明
治
十
三
年
八
月
廿
一
日

門
出
す
。
持
三
十
一
円
五
十
銭

斗
り
。

天
気
よ
し
。
正
午
に
小
泉
に
至
り
兄
恒
助
と
と
も
に
出

立
。
鳰
崎
に
立
よ
り
追
分
な
る
西
岡
重
蔵
に
暇
乞
し
て
八

橋
植
物
園
に
至
る
こ
ろ
午
後
の
四
時
こ
ろ
な
り
。
石
川
氏

に
逢
た
り
。
同
氏
近
頃
鉄
砲
町
に
宿
か
へ
ん
と
て
い
そ
ぎ

の
所
な
り
。
兄
西
岡
よ
り
の
こ
と
づ
て
を
石
川
氏
に
依
頼

せ
り
。
こ
は
小
滝
氏
け
ふ
帰
郷
せ
し
よ
し
に
て
不
在
な
れ

ば
な
り
。
石
川
氏
に
離
別
せ
り
、
五
円
余
金
入
る
。

そ
れ
よ
り
通
町
の
橋
本
に
立
よ
り
川
口
屋
よ
り
日
外
送

ら
れ
た
る
金
三
百
文
何
の
価
な
る
や
知
ら
れ
ざ
れ
ば
返

し
ぬ
。
又
机
の
箱
代
四
百
文
も
と
も
に
常
女
に
渡
す
。
兄

は
直
に
馬
喰
町
に
行
お
の
れ
壱
丁
め
よ
り
別
れ
、
杉
原
氏

に
立
よ
り
百
姓
伝
一
二
合
本
を
杉
原
弟
な
る
人
に
渡
し

ぬ
。
こ
は
写
本
の
為
牛
丸
君
へ
と
ど
く
る
の
た
の
み
な
り
。

そ
れ
よ
り
馬
喰
町
に
至
れ
ば
日
く
れ
ぬ
。
こ
こ
に
や
ど
り
ぬ
。

廿
二
日

晴
天

自

馬
喰
町
橋
本
慶
助

至

平
尾
鳥
村
角
田
荘
左
ェ
門

朝
と
く
牛
島
よ
り
仁
井
田
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
川
辺
郡

巡
覧
の
為
め
枝
道
に
入
る
。

仁
井
田
村

過
半
矢
嶋
文
吾
を
植
、
本
年
殊
に
宜
し
。

本
年
旱
天
の
為
め
岩
見
川
水
上
は
上
作
な
り
。
芝
野
、

四
ッ
小
屋
猶
同
じ
。

矢
島
文
吾
は
無
毛
に
し
て
谷
地
本
田
に
植
て
は
白
穂

出
る
也
。
堅
田
に
よ
し
と
す
。

県
下
に
四
ッ
小
屋
な
ど
同
じ
く
蔬
菜
を
出
し
処
な
り
。

蕗
の
刈
あ
と
に
踏
藁
肥
を
散
布
し
て
見
ゆ
。

会
津
と
い
ふ
稲
少
し
見
ゆ
、
白
毛
也
。
米
取
少
し
と
い

ふ
。五

升
成
も
米
取
せ
し
少
し
あ
り
、
た
ん
ほ
と
も
い
ふ
よ

し
。

四
ッ
小
屋
村

平
坦
の
地
な
り
。
御
物
川
を
西
に
し
て
川
向
に
新
屋
、

石
名
坂
等
見
ゆ
。
東
の
山
間
に
末
戸
、
松
本
、
畑
屋
よ
り

岩
見
山
内
に
つ
ゞ
く
。
此
岩
見
沢
は
横
山
と
川
島
辺
御
物

川
筋
と
の
間
の
一
小
沢
な
り
。
本
年
旱
天
の
為
川
水
を
以

て
耕
し
田
は
用
水
充
分
に
し
て
甚
宜
し
。
雨
つ
ゞ
く
年
は

不
宜
地
な
る
よ
し
。
仁
井
田
に
猶
同
じ
。

柴
野
村

通
路
川
挨

四
小
屋
の
末
よ
り
岩
見
川
を
渡
り
て
柴
野
村
に
至
る
。

此
川
末
儳
に
し
て
御
物
川
に
合
流
す
。

喜
三
郎
稲
、
此
稲
を
多
く
作
り
本
年
よ
ろ
し
き
よ
し
。
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矢
嶋
文
吾
よ
り
稲
穂
し
だ
る
稲
な
る
よ
し
に
て
、
其
景
状

異
な
る
事
な
し
と
い
へ
ど
も
少
し
早
稲
な
る
の
み
。

白
川
も
処
々
に
植
。

此
辺
ま
で
平
坦
な
り
。

椿
川
村

通
路
川
挨
又
は
山
の
あ
ま
岩
交
り
さ
い
土
等
也
。

枝
郷
か
の
と
村
に
至
る
。
此
辺
よ
り
稲
架
木
の
囲
あ
り
。

い
か
様
仁
井
田
、
四
ッ
小
屋
辺
よ
り
は
風
疎
か
ら
ん
と
覚

ゆ
。
か
の
と
よ
り
小
山
の
末
を
過
て
椿
川
に
至
り
、
東
の

山
添
の
近
き
村
居
な
り
。

平
沢
村

本
村
、
枝
郷
三
ッ
沢
村

平
沢
本
村
は
御
物
川
よ
り
東
川
添
に
あ
り
。
そ
れ
よ
り

川
を
渡
り
枝
郷
三
ッ
沢
村
に
至
る
。
こ
れ
よ
り
由
利
郡
に

越
る
道
あ
り
。
此
村
皆
家
並
よ
く
同
村
に
自
由
試
験
処
伊

藤
半
治
を
尋
て
昼
食
す
。
此
人
父
母
に
よ
く
仕
ひ
正
直
に

し
て
人
望
あ
り
、
年
四
十
ば
か
り
。

豆
蒔
車
一
ッ
石
井
忠
篤
君
ま
で
と
ゞ
く
る
約
を
な
せ
り
。

自
由
試
験
処
に
五
六
種
細
葉
庄
内
早
せ
、
朴
き
早
稲
等

を
植
た
り
。

相
川
村水

沢
よ
り
川
西
の
山
根
を
伝
へ
て
相
川
に
至
る
。
こ
れ

よ
り
川
を
渡
り
妙
法
に
至
る
。
川
水
平
年
、
極
旱
な
れ
ば

歩
の
瀬
踏
す
る
事
も
あ
れ
ど
も
、
本
年
荷
付
人
の
自
由
に

往
来
す
る
。
古
老
も
未
だ
知
ら
ず
と
い
ふ
よ
し
。

妙
法
村川

東
山
根
に
つ
ゞ
く
村
な
り
。
こ
の
村
末
よ
り
山
根
を

伝
ひ
野
山
な
り
。
向
川
西
を
み
れ
ば
相
川
よ
り
戸
賀
沢
に

つ
ゞ
き
、
そ
れ
よ
り
田
地
あ
り
女
米
木
村
見
ゆ
。
こ
れ
間

に
砂
の
芝
地
あ
り
桑
な
ど
植
た
れ
ば
、
川
辺
よ
り
埃
土
を

運
び
培
養
手
入
す
る
に
か
な
り
な
ら
ん
。
芝
地
は
川
埃
な

き
よ
し
。
此
西
に
対
し
て
女
米
木
山
あ
り
、
こ
の
山
よ
り

県
下
よ
り
も
見
ゆ
る
山
な
り
。
そ
れ
よ
り
川
南
に
土
手
子

其
他
の
村
々
あ
る
よ
し
、
地
も
少
し
広
し
。
妙
法
、
相
川

の
あ
た
り
は
極
狭
し
。

川
西
の
山
根
を
伝
ひ
御
物
川
の
土
手
子
、
小
種
の
方
よ

り
流
れ
き
た
り
て
妙
法
の
方
に
川
曲
れ
り
。
此
曲
り
口
よ

り
東
に
さ
し
た
る
沢
あ
り
、
こ
れ
平
尾
鳥
村
な
り
。

平
尾
鳥
村

此
川
口
よ
り
村
家
百
方
に
散
在
し
て
村
中
壱
里
三
十

丁
、
至
る
処
一
二
軒
宛
村
家
あ
り
。
土
味
も
宜
し
く
稲
の

出
来
も
よ
ろ
し
。
さ
れ
ど
三
十
丁
ば
か
り
の
奥
は
砂
地
に

し
て
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
い
ふ
。
此
村
の
戸
長
角
田
総
左
ェ

門
の
処
に
宿
り
ぬ
。
お
も
し
ろ
き
弁
な
る
男
に
て
い
ろ
い

ろ
の
咄
し
て
更
夜
ぬ
。

佐
手
子
村
佐
々
木
善
助
な
ど
人
農
事
に
も
篤
志
に
て
、
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強
き
に
強
く
弱
き
を
救
ひ
、
年
五
十
斗
に
し
て
人
の
国
な

る
事
を
せ
ん
と
し
て
沙
汰
よ
し
。

此
角
田
氏
も
杉
林
の
あ
と
に
桐
を
造
り
て
窮
民
を
救

は
ん
と
て
着
手
中
な
る
よ
し
。
此
佐
手
子
村
は
山
に
富
め

り
。
古
来
農
具
製
作
し
て
売
出
す
る
事
府
内
秀
一
の
村
也
。

第
一
土
臼
、
村
中
よ
り
年
々
秋
巡
村
す
る
も
の
三
十
人

名
余
。

と
み
万
石
、
二
三
名
あ
り
。
こ
れ
は
木
材
を
か
ら
す
し

て
作
ら
ざ
れ
ば
損
易
き
。
薄
め
曽
て
用
意
し
て
注
文
に
任

せ
作
る
也
。
第
一
ろ
く
ろ
の
樫
は
五
六
年
も
火
の
上
に
あ

げ
て
か
ら
す
と
い
ふ
。

此
と
う
み
は
此
角
田
総
左
ェ
門
氏
の
四
代
祖
総
左
ェ

門
な
る
人
農
具
製
作
の
為
諸
方
を
回
り
土
臼
を
造
る
に
、

小
泉
村
奈
良
氏
に
在
り
て
大
坂
伝
の
と
う
み
下
り
た
る

を
み
て
こ
れ
よ
り
製
造
初
め
た
り
。
此
と
う
み
は
の
み
口

の
下
に
箱
あ
り
今
も
諸
方
に
残
れ
り
。
こ
れ
を
み
て
酒
井

武
助
な
る
人
と
合
力
し
て
今
の
と
う
み
に
工
夫
し
直
た

る
よ
し
。

其
他
鍬
台
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
作
る
也
。
こ
れ
を
売
出

に
南
秋
田
一
円
、
由
利
一
円
、
仙
北
は
大
曲
辺
よ
り
角
館

辺
に
皆
用
ゆ
。
と
う
み
の
産
い
と
広
き
も
の
也
。
酒
井
武

助
の
ひ
孫
兵
治
な
る
者
本
年
十
三
才
に
て
よ
く
万
石
を

つ
く
る
よ
し
。
今
斉
藤
喜
太
郎
を
上
手
と
す
。

炭
焼
業
三
十
人

蕨
根
堀
、
蕨
の
根
堀
は
舟
沢
に
出
る
。
大
方
此
平
尾
鳥

の
山
よ
り
出
る
と
也
。
砂
地
の
さ
く
さ
く
し
た
る
俗
に
山

砂
と
い
ふ
も
の
也
。
蕨
よ
く
か
つ
堀
易
く
、
蕨
は
い
さ
ゝ

か
十
日
ば
か
り
の
間
の
み
隙
あ
り
て
、
其
他
平
日
夥
あ
る

も
の
也
。

此
郡
仁
井
田
に
至
れ
ば
由
利
の
細
に
ほ
を
作
る
。
回
り

細
く
中
に
柱
を
立
、
や
ね
は
大
方
藁
の
茎
三
抱
か
う
は
い
也
。

平
尾
鳥
は
戸
数
百
二
戸
、
耕
地
百
四
十
丁
余
。

奈
良
氏
の
道
す
が
ら
咄
に
西
岡
云
、
つ
き
は
水
気
を
好

む
故
に
根
回
り
に
雑
草
を
纏
お
く
に
、
水
気
滞
り
て
旱
年

に
よ
し
と
い
ふ
。
私
云
、
こ
れ
ら
の
理
は
干
葉
を
培
養
す

る
も
。

里
程
、
秋
田
よ
り
平
沢
ま
で
三
里
半
、
平
沢
よ
り
平
尾

鳥
角
田
氏
ま
で
二
里
余
、
合
六
里
位
。
角
田
よ
り
佐
手
子

ま
で
二
里
余
、
峰
吉
川
ま
で
二
里
余
、
舟
沢
ま
で
壱
里
、

戸
島
ま
で
壱
里
半
余
。

六
七
日
以
前
よ
り
仙
北
郡
荒
川
、
川
辺
郡
舟
岡
其
他

村
々
連
続
の
官
山
に
火
事
あ
り
、
日
々
霞
の
如
く
空
に
聳

え
拾
余
里
の
遠
く
見
ゆ
。
四
里
四
方
位
延
焼
せ
り
。

夕
暮
後
雨
あ
れ
ど
も
ぬ
る
ほ
ど
に
非
ず
。
此
山
里
は
朝
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霞
て
深
山
の
景
況
な
り
。

兄
曰
、
小
豆
、
て
ん
こ
の
類
は
湿
気
に
植
れ
ば
あ
け
付

ず
と
い
ふ
。

平
尾
鳥
に
て
、
土
臼
の
上
手
鈴
木
藤
助
、
万
石
簾
の
上

手
酒
井
又
右
ェ
門
。

同
村
の
出
口
通
の
土
よ
ろ
し
き
処
は
亀
田
早
稲
、
矢
嶋

文
吾
を
植
る
。
此
両
種
大
方
景
状
得
失
と
も
異
な
る
な
し
。

奥
の
冷
水
か
ゝ
り
等
の
地
に
は
す
な
ら
早
稲
、
大
黒
な
ど

を
植
、
す
な
ら
は
既
に
こ
ゞ
み
た
り
、
白
毛
な
り
。

由
利
元
亀
田
領
は
農
事
に
尽
力
す
る
事
秋
田
農
夫
の

一
人
半
余
に
当
る
と
い
ふ
。
山
を
開
墾
等
す
る
最
も
出
精

な
り
。

蕨
粉
は
入
梅
中
は
粉
至
て
少
し
。
彼
岸
よ
り
粉
最
多
し

と
い
ふ
。
旱
に
つ
く
者
な
る
故
に
本
年
の
如
く
早
く
老
て

粉
多
分
な
ら
ん
と
。
野
山
よ
り
は
林
立
の
葉
茎
の
大
な
る

に
粉
多
し
。

平
尾
鳥
は
石
な
く
し
て
馬
足
あ
し
。
淀
川
は
石
あ
り
て

よ
ろ
し
き
由
。

八
月
廿
三
日

晴
天

自

川
辺
郡
平
尾
鳥
村
角
田
荘
左
ェ
門

至

仙
北
郡
神
宮
寺
村
細
谷
政
之
助

里
程

六
里

朝
と
く
平
尾
鳥
を
出
て
山
を
越
え
中
淀
川
に
至
る
。

中
淀
川平

尾
鳥
よ
り
野
山
を
越
中
淀
川
に
至
る
。
此
村
は
上
淀

川
の
末
に
て
又
此
下
に
下
淀
川
あ
り
。
種
沢
に
川
水
出
る

と
い
ふ
。
此
村
を
横
通
り
又
山
に
登
る
。
平
尾
鳥
は
川
挨

山
に
登
れ
ば
山
砂
な
り
。
中
淀
川
に
至
り
少
し
砂
利
交
れ

り
。
山
に
登
に
い
と
け
は
し
。
東
に
峰
の
山
を
対
し
つ
ゝ

通
る
。
や
ゝ
過
て
嶺
に
至
り
て
南
を
望
め
ば
大
沢
郷
宿
村

あ
り
。
こ
の
東
に
当
り
て
野
あ
り
、
こ
れ
を
上
子
坂
野
あ

り
。

上
子
坂
野

今
野
庄
ェ
門
咄

南
北
一
里
余
、
東
西
半
里
位
の
よ
し
。
土
は
上
は
一
尺

位
黒
ぼ
く
土
に
し
て
、
下
は
赤
く
山
鳥
土
と
い
ふ
土
質
な

り
。
大
根
な
ど
可
也
出
来
る
也
。
上
地
に
非
ら
ざ
れ
ど
も

大
張
野
の
如
き
悪
地
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
。
五
ヶ
村
入
会
の

草
飼
地
な
り
。
其
内
楢
台
な
ど
い
ふ
地
は
砂
地
に
し
て
甚

よ
ろ
し
か
ら
ず
。
こ
れ
よ
り
下
り
て
峰
吉
川
の
村
郷
に
至

る
。
山
口
に
て
西
に
望
め
ば
小
阿
久
比
村
見
ゆ
。

峰
吉
川
村

村
郷
湯
の
沢
村
に
至
る
。
御
物
川
添
の
村
也
。
耕
地
真

土
に
し
て
稲
の
出
来
立
殊
に
よ
ろ
し
。
さ
れ
ど
秋
田
に
比

す
れ
ば
生
長
劣
る
、
さ
れ
ど
も
植
茎
少
し
。
そ
れ
よ
り
山
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と
川
と
の
合
の
畑
を
通
り
て
峰
吉
川
の
本
道
に
出
。

刈
和
野
村

今
野
庄
左
ェ
門
を
訪
ふ
。
同
氏
の
自
由
試
験
所
を
一
見

せ
し
。
い
と
よ
く
培
養
せ
り
。

ほ
ら
さ
へ
大
豆
、
江
戸
種
。
花
は
藤
に
似
た
り
、
葉
は

菊
に
似
た
り
。
さ
へ
は
太
く
短
か
く
大
方
三
粒
位
、
実
は

け
ん
と
く
の
如
く
に
て
丸
く
中
凹
み
、
薄
毛
の
生
た
る
薄

赤
色
な
り
。
八
月
初
に
収
穫
す
。
珍
敷
種
子
な
り
と
て
珍

重
せ
り
。

か
き
つ
さ
、
同
断
。
つ
さ
に
し
て
一
本
立
に
垣
ね
な
ど

に
植
て
よ
ろ
し
か
る
べ
き
け
し
き
也
。
此
節
花
を
開
か
ん

す
。
丈
け
三
尺
五
六
寸
に
し
て
若
き
時
葉
を
掻
食
ふ
。
老

て
花
を
見
且
つ
籬
な
ど
に
植
て
美
な
ら
ん
と
す
。

本
年
菜
種
は
平
作
な
り
。
昨
年
の
上
作
に
比
す
れ
ば
お

く
れ
り
。

麦
は
上
々
作
な
り
。
三
斗
入
に
て
十
五
貫
目
の
量
あ
り
。

平
年
十
二
三
貫
目
を
常
と
す
。
随
て
粒
に
こ
う
あ
り
、
二

十
年
以
来
の
作
な
り
と
い
ふ
。

由
利
郡
亀
田
領
中
田
代
に
は
鍬
台
の
産
な
り
。
製
作
は

最
も
上
手
な
り
。
上
三
郡
大
く
こ
れ
を
用
ゆ
。

亜
麻
仁
は
馬
の
な
い
ら
に
煮
し
て
用
す
れ
ば
即
功
あ

り
。
常
に
腹
さ
す
る
も
又
功
著
し
。

玉
蜀
黍
多
く
殖
実
し
た
り
。
本
年
は
湿
気
の
地
は
平
年

の
二
三
年
の
収
穫
一
時
に
得
た
る
に
あ
た
る
。

綿
引
う
り
の
産
地
な
り
。
畑
二
人
一
人
な
る
よ
し
。
通

町
橋
本
と
ど
け
に
て
代
八
十
銭
今
野
に
渡
し
ぬ
。

北
楢
岡
村

こ
と
な
る
事
な
し
。

神
宮
寺
村

猶
同
じ
。

八
月
廿
四
日

小
雨

自

神
宮
寺
村
細
谷
政
之
助

至

平
鹿
郡
横
手
大
町
小
川
惣
吉

朝
と
く
神
宮
寺
を
立
、
川
を
渡
る
。
旱
天
の
為
瀬
踏
す

る
斗
り
よ
り
水
な
し
。

花
立
村

大
曲
村

飯
田
村

こ
れ
よ
り
枝
道
に
入
る
。

大
保
村

角
間
川
村

北
島
易
之
助
君
に
立
寄
る
。
荒
川
兵
助
来
る
。
北
島
氏

よ
り
兼
て
依
頼
に
な
り
た
る
敬
の
一
字
と
拍
氏
の
校
書

を
渡
し
ぬ
。
彫
刻
は
在
京
狩
野
氏
を
依
頼
す
る
よ
し
。

金
沢
西
根
村

池
田
松
五
郎
を
訪
ふ
。
同
氏
本
年
植
た
る
多
分
の
稲
は

赤
牛
、
わ
ら
細
く
長
く
使
ひ
、
藁
に
し
て
よ
ろ
し
。
米
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質
味
と
も
よ
し
。
籾
薄
赤
し
、
坊
主
稲
也
。
も
ち
の
質
に

近
し
。
虫
害
あ
り
、
す
い
虫
、
土
地
真
土
の
よ
し
。

大
黒
、
文
六
よ
り
抜
穂
し
た
る
稲
な
る
よ
し
、
土
地
を

嫌
は
ず
。
少
し
赤
き
毛
あ
り
、
文
六
の
本
稲
に
は
毛
な
し
。

或
人
曰
く
上
黒
、
赤
牛
は
甘
し
。
小
阿
久
比
は
も
そ
つ

き
（
古
米
の
如
く
油
気
な
き
方
に
て
）
御
夢
想
は
耳
な
し
。

近
世
上
黒
、
清
水
上
黒
と
も
い
ふ
。
渋
水
の
地
に
適
す
、

米
質
悪
し
。
近
成
な
り
、
常
の
上
黒
と
は
異
な
り
。

常
の
上
黒
の
種
所
望
改
仕
送
る
。
横
手
同
人
曰
く
、
豆

腐
豆
は
川
挨
又
は
砂
地
の
豆
は
ご
う
な
し
真
土
に
か
ぎ

る
べ
し
、
実
験
し
た
り
と
。

此
村
は
村
中
既
に
二
里
あ
り
、
東
西
に
長
し
。
畑
作
は

上
作
な
る
よ
し
。
総
て
仙
北
辺
諸
作
よ
ろ
し
と
い
ふ
。

安
本
村

平
鹿
郡
横
手
町

平
鹿
郡
役
所
あ
り
、
こ
ゝ
に
て
池
田
吉
兵
ェ
に
逢
ふ
。

同
人
も
玉
蜀
黍
を
解
器
械
を
工
夫
し
て
遣
す
の
約
を
し

た
り
。
三
四
日
以
前
に
大
森
二
百
余
戸
焼
亡
す
。

八
月
廿
五
日

自

横
手
町
小
川
惣
吉

至

滞
在

廿
四
日
夜
半
よ
り
雨
強
し
。
朝
晴
れ
た
り
。

朝
高
垣
慎
吉
を
訪
ふ
。
不
在
に
て
土
産
を
残
し
て
帰
る
。

金
沢
西
根
に
て
木
陰
に
丈
け
五
尺
に
近
く
黒
髪
の
蕊
強

き
稲
あ
り
。
一
本
抜
穂
し
た
り
、
ま
だ
若
し
。

金
沢
西
根
の
池
田
氏
干
瓢
の
器
械
を
乞
ふ
。

今
朝
出
立
せ
ん
と
せ
し
を
池
田
氏
進
め
に
よ
り
横
手
町

根
岸
な
る
尚
友
庵
に
て
歌
会
を
催
し
た
り
。
大
宮
源
吾
其

他
十
六
七
名
打
集
た
り
。
和
知
源
左
ェ
門
に
立
寄
、
同
人

も
同
行
せ
り
。
日
中
残
暑
な
れ
ど
薄
暮
よ
り
雨
と
な
り
、

夜
半
よ
り
風
雨
と
な
れ
り
。

八
月
廿
六
日

自

小
川
惣
吉

至

雄
勝
郡
松
沢
村
糸
井
茂
助

午
前
西
風
強
し
。
午
后
よ
り
小
雨
ふ
る
。

午
前
出
立
、
横
手
郡
役
所
、
植
物
試
験
所
、
か
な
り
の

出
来
立
な
り
、
記
す
べ
き
件
な
し
。

安
田
村

大
屋
村

新
藤
柳
田
村

石
成
村

醍
醐
村伊

藤
謙
吉
を
訪
ふ
。
同
氏
に
て
昼
食
す
。
小
川
松
右
衞

門
ま
で
同
行
、
同
処
に
て
休
足
し
て
別
れ
た
り
。
同
人
試
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験
処
い
と
よ
し
。
且
つ
葡
萄
結
果
殊
の
外
多
く
、
畑
作
よ

ろ
し
き
よ
し
。

梨
木
羽
場
村

十
文
字
村

佐
加
会
村

小
川
松
右
ェ
門
へ
立
寄
、
昨
夜
の
雨
に
て
岩
崎
川
増
水

に
て
川
留
相
対
に
て
舟
に
て
渡
る
。

岩
崎
町

成
沢
村

杉
沢
村糸

井
茂
助
氏
に
止
宿
。
同
氏
の
囲
内
を
巡
視
す
る
に
い

つ
も
の
如
く
成
育
宜
し
。
同
氏
の
咄
に

桃
は
老
木
を
切
り
幾
度
も
若
し
は
へ
を
育
て
ゝ
取
立
に

利
あ
り
。
如
此
す
べ
し
、
結
果
よ
ろ
し
と
云
ふ
。

姫
胡
桃
は
脇
を
打
ば
口
を
開
き
、
実
は
足
駄
に
な
り
て

落
る
。

春
土
用
前
な
れ
ば
諸
木
と
も
大
方
指
木
に
な
る
と
云
ふ
。

楮
春
出
芽
の
際
と
秋
収
の
後
に
す
べ
し
。
総
て
木
は
如
此

に
利
あ
り
。

芋
は
古
根
替
て
新
芋
の
生
育
す
る
際
肥
用
す
べ
し
。

根
な
し
蔓
の
種
注
文
せ
り
。

同
氏
の
試
験
地
二
丁
余
、
年
中
人
足
六
百
人
、
代
百
二

十
円
。

一
畝
歩
よ
り
大
豆
斗
り
植
た
る
は
三
斗
の
見
込
。

白
葡
萄
に
は
白
水
を
蓄
へ
上
水
を
流
す
、
を
り
を
取
て

肥
料
と
す
る
に
最
上
な
り
。

木
の
末
の
冬
枯
す
る
は
木
の
若
き
処
冬
寒
に
傷
む
な
り
。

故
に
夏
土
用
に
至
り
木
の
末
を
摘
っ
て
秋
中
に
不
残
木

に
す
る
な
り
。
さ
す
れ
ば
冬
枯
す
る
こ
と
な
く
、
更
に
脇

芽
よ
り
よ
く
翌
春
発
生
す
る
な
り
。

根
に
肥
す
る
は
冬
中
木
の
寒
に
負
け
苦
し
む
を
、
湿
気

を
与
へ
て
助
く
る
為
な
り
。

釣
瓶
壱
つ
糸
井
へ
遣
す
こ
と
約
す
。

芋
は
秋
彼
岸
頃
施
糞
す
る
も
甚
だ
利
あ
り
。
但
芋
の
横

な
る
ひ
げ
根
に
肥
料
届
け
ば
自
然
に
生
育
す
。

百
合
は
新
八
月
に
至
れ
ば
肥
料
し
て
益
な
し
。

八
月
廿
七
日

自

糸
井
氏

至

山
形
県
最
上
郡
及
位
村
高
橋
雄
作

終
日
雨
ふ
る
、
雷
鳴
す
。

雄
勝
郡
作
合
田
畑
と
も
よ
ろ
し
。

杉
沢
村

湯
沢
町郡

役
所
、
試
験
所
に
立
寄
。
中
の
出
来
記
す
る
件
な
し
。



- 8 -

関
口
村

上
関
村

相
川
村

昼
食

桑
崎
村高

橋
正
作
を
訪
ふ
。
不
在
、
孫
理
造
に
逢
ふ
。
自
由
試

験
地
見
物
、
最
上
の
出
来
な
り
。
あ
は
、
莨
、
そ
ば
、
大

豆
、
栗
。

小
野
の
大
栗
五
升
注
文
、
代
に
向
七
十
銭
渡
す
。
通
町

橋
本
届
を
乞
ふ
。

小
野
村

小
町
の
芍
薬
見
物
。

横
堀
村

下
院
内
村

上
院
内
村

持
が
沢
は
し
、
下
三
曲
は
し
、
上
三
曲
は
し
、
下
岩
萩

は
し
、
上
岩
は
ぎ
は
し
。

過
日
よ
り
発
破
の
為
め
往
来
留
な
れ
ど
も
、
雨
天
の
為

め
土
方
休
日
に
て
通
る
。

是
よ
り
山
形
県
最
上
郡
朴
沢
に
至
る
。

朴
沢
村秋

田
杉
峠
を
越
、
則
麓
ま
で
深
山
也
。
田
畑
と
も
宜
か

ら
ず
、
栗
の
長
き
穂
あ
り
。

及
位
村

此
村
本
年
五
月
焼
亡
な
る
よ
し
に
て
過
半
焼
、
小
屋
住

居
。
且
新
道
は
川
向
を
通
す
為
め
、
便
宜
の
地
に
移
住
す

る
よ
し
。
蚊
な
し
。

鮭
川

是
は
及
位
よ
り
流
る
ゝ
川
也
。
未
だ
最
上
川
に
入
る
よ

し
。産

物

紫
蕨
、
凡
村
中
千
貫
目
位
。

こ
れ
を
製
造
す
る
に
湯
で
た
る
上
に
藁
あ
く
に
ま
ぶ

し
干
上
る
と
也
。
さ
す
れ
ば
色
よ
く
美
且
締
り
上
品
と
な

り
、
又
雨
湿
の
候
に
も
傷
み
少
し
と
云
ふ
。
大
坂
に
登
せ

る
よ
し
、
商
人
は
秋
田
の
横
手
、
湯
沢
辺
の
人
多
し
。

此
村
は
一
の
山
中
に
て
田
畑
と
も
深
山
の
出
来
宜
し

か
ら
ざ
る
也
。

八
月
廿
八
日

晴
天

及
位
村
よ
り

北
村
山
郡
尾
花
沢
村
鈴
木
八
右
ェ
門

井
田

及
位
よ
り
東
の
山
を
越
此
村
に
出
る
、
南
北
に
長
き
沢

也
。
田
は
五
六
寸
を
放
植
、
水
は
掛
流
、
大
豆
は
蒔
也
。

苗
代
は
生
草
又
は
柴
に
入
る
、
畔
に
大
豆
を
植
る
。
稲
一

株
の
穂
五
六
本
よ
り
八
九
本
に
過
ず
、
苗
代
は
此
頃
ま
で

鍬
に
て
掻
耕
す
。
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谷
地
こ
す
り
あ
り
。

鍬
は
雄
勝
鍬
の
形
也
。

飛
森

山
中
に
二
軒
斗
り
あ
り
。

金
山
町
村

飛
森
を
過
ぎ
金
山
町
村
に
下
山
す
。
こ
れ
よ
り
稍
沢
合

広
し
。
及
位
よ
り
三
里
余
。

山
崎

十
七
丁

此
処
に
て
は
く
爪
を
買
ふ
。
金
色
に
て
丸
く
短
し
。

上
台

十
八
丁

金
山
よ
り
北
よ
り
南
に
渡
り
東
西
に
長
き
沢
也
。
金
山

よ
り
此
処
ま
で
一
の
沢
間
也
。

萩
野

此
間
に
あ
か
は
げ
野
と
云
ふ
広
野
あ
り
、
悪
土
也
。

泉
田
村

十
日
町
村

此
処
に
高
檀
と
云
ふ
野
あ
り
、
野
中
に
天
野
昭
太
郎
と

云
ふ
帰
農
の
士
あ
り
て
訪
ふ
。
大
豆
と
栗
を
追
て
送
ら
ん

と
す
。

新
庄
町

昼
食

此
辺
田
地
可
な
り
也
。
野
中
を
過
ぎ
大
橋
あ
り
。

船
形
村此

処
よ
り
仙
台
へ
通
る
道
あ
り
。
さ
は
ね
峠
を
過
ぐ
。

此
処
に
て
北
村
山
郡
と
界
す
。
南
に
見
下
す
処
々
に
広
野

あ
り
。

名
木
沢

黒
沢

萊
の
産
処
な
り
。
今
一
番
取
り
、
丈
け
八
九
尺
。
肥
は

干
草
を
焼
と
な
り
、
又
柴
を
か
け
焼
く
処
も
あ
る
よ
し
。

一
度
よ
り
不
取
と
云
ふ
。
な
で
板
た
台
は
一
分
板
の
な
で

る
に
た
を
た
を
す
る
を
用
ゆ
。

広
野
あ
り
。

北
村
山
郡
役
所
、
苗
木
試
験
所
あ
り
、
い
と
宜
く
取
立

見
ゆ
。
黒
ぼ
く
土
也
。
大
橋
あ
り
、
丹
生
川
は
し
。

萩
袋

尾
花
沢早

稲
の
稲
穂
取
た
り
。
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蚊
屋
を
張
た
り
。

此
辺
田
畑
農
具
共
最
上
郡
に
異
な
ら
ず
。

尾
花
沢
よ
り
仙
台
の
奥
へ
通
る
道
あ
り
。

八
月
廿
九
日

自

尾
花
沢

至

山
形
県
南
村
山
郡
山
寺
村

晴
天
。
午
后
少
々
夕
立
雷
鳴
。

朧
気
村

お
ぼ
ろ
げ
は
し

五
十
沢
村

萊
猶
あ
り
。

土
生
田総

て
此
郡
屋
根
葺
薄
し
、
け
れ
ど
も
き
れ
い
な
り
。

土
臼
は
布
べ
り
の
小
臼
也
、
木
臼
も
見
ゆ
。

藁
は
百
五
に
至
て
草
を
掛
焼
、
即
今
取
た
る
跡
へ
馬
肥

を
掛
其
侭
致
置
く
。

本
飯
田此

辺
よ
り
よ
き
紙
巻
の
わ
ら
ん
じ
あ
り
、
代
十
六
銭
。

林
崎

此
辺
ま
で
処
々
山
也
。
総
て
漆
木
多
し
、
田
地
も
中
等

以
下
な
り
。
萊
あ
り
、
箕
は
皮
箕
を
用
ゆ
。
楯
岡
よ
り
組

箕
あ
り
。

楯
岡

東
に
古
館
あ
り
、
山
根
に
つ
ゞ
き
た
り
。
能
き
町
居
な

り
。
南
下
り
の
田
地
に
し
て
田
面
広
く
稲
の
出
来
も
よ
し
、

上
等
の
田
地
也
。
苗
代
は
ま
だ
掻
耕
す
。

畑
垣
に
麦
又
は
柴
に
さ
ゝ
げ
を
植
た
る
あ
り
。

宮
崎

白
水
橋
を
界
に
し
て
村
落
続
く
。

六
田
村こ

れ
よ
り
宮
城
関
山
越
の
脇
往
返
あ
り
、
仙
台
ま
で
十

八
里
の
由
。

莨
の
産
処
。
田
の
土
を
干
籭
し
て
糠
を
入
腐
熟
し
た
る

を
下
肥
と
す
。
包
丁
掻
也
。
十
枚
位
掛
真
を
留
め
脇
芽
を

掻
く
、
下
葉
を
早
く
取
也
。
手
肥
は
油
粕
を
用
ゆ
、
粉
糠

は
星
生
じ
て
あ
し
。
間
だ
一
尺
五
寸
、
土
は
黒
ぼ
く
の
赤

づ
け
た
る
小
石
交
り
の
土
也
。
葉
は
盒
さ
ず
、
此
頃
掻
た

る
者
粗
見
ゆ
。

畑
作
大
旱
損
、
た
ば
こ
真
出
ず
。

神
町
村

よ
ろ
づ
よ
は
し
二
ヶ
処

乱
川
村

孝
野
森
村

川
堺
町
の
中
央
也
。

東
村
山
郡
天
童

芦
粟
試
験
し
た
る
は
近
村
今
木
村
某
な
る
も
の
、
結
晶

せ
ず
。

芳
賀
村

北
目
村

清
池
は
し
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七
浦

み
ど
り
は
し

長
町

千
と
せ
は
し

南
村
山
郡
山
形

県
庁
、
師
範
学
校
、
警
察
、
製
糸
。
此
近
辺
は
上
は
上

作
也
。
総
て
土
地
稲
よ
し
。
殖
茎
多
し
。

千
歳
園
、
公
園
地
、
県
庁
よ
り
東
に
上
り
園
内
の
植
物

最
も
よ
ろ
し
。
三
四
町
の
地
と
見
ゆ
。
芦
粟
よ
く
出
来
た

り
。
成
実
黄
茎
甘
け
充
分
也
。

風
間
村山

形
よ
り
山
根
を
通
り
此
村
に
出
る
。

村
中
に
桶
大
小
六
つ
た
る
水
車
あ
り
、
手
帳
に
図
を
譲

る
。
原
野
を
経
て
山
寺
村
に
至
る
、
山
形
よ
り
三
里
半
。

八
月
三
十
日

自

山
寺
高
砂
や

至

宮
城
県
名
取
郡
愛
子
村
佐
山
今
朝
吉

山
寺
朝
見
物
、
是
は
図
に
譲
る
。

山
寺
辺
に
用
ゆ
る
腰
切
臼

山
寺
よ
り
二
三
丁
に
し
て
村
に
つ
ゞ
き
た
り
、
山
根
の

村
也
。
水
車
は
手
帖
に
ゆ
づ
る
。

雲
か
ゝ
る
梢
の
お
く
に
き
こ
ゆ
也
岩
根
に
ひ
ゞ
く
山
寺

の
鐘

馬
形
駅こ

れ
よ
り
山
間
に
入
り
山
の
流
を
左
に
し
右
に
な
し
て

二
口
峠
に
の
ぼ
る
。

山
寺
を
暁
立
て
二
口
の
峰
よ
り
秋
の
よ
は
明
に
け
り

峰
に
の
ぼ
ら
ぬ
内
に
陸
前
国
名
取
郡
と
の
堺
あ
り
。
登

り
凡
そ
一
里
半
位
峰
に
の
ぼ
れ
ば
村
山
郡
見
ゆ
。
是
よ
り

宮
城
県
に
下
る
こ
と
わ
づ
か
に
し
て
、

二
口
の
茶
屋

二
軒

や
ゝ
下
り
左
に
数
十
丈
の
高
き
岩
山
あ
り
。
一
山
み
な

大
岩
に
し
て
松
生
ず
、
水
な
き
滝
の
ご
と
し
。

さ
と
人
は
け
わ
し
き
道
も
ふ
み
な
れ
て
や
す
く
越
行
峰

の
岩
か
ど

岩
山
の
高
く
そ
び
ゆ
る
下
行
ば
う
き
か
ぬ
ま
で
も
あ
や

う
か
り
け
り

お
の
づ
か
ら
立
い
そ
ぎ
て
も
通
る
也
岩
根
そ
び
ゆ
る
岩

の
下
道

本
小
屋

二
軒
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猶
山
間
を
下
る
、
一
二
ヶ
処
に
田
少
々
宛
あ
り
。
皆
駄

ち
ん
木
伐
を
業
と
す
。

野
尻
駅名

取
郡
馬
場
迄
二
里
三
丁
三
十
四
間

村
山
郡
馬
形
迄
四
里
三
十
四
丁
三
十
四
間

県
界
ま
で

三
里
七
丁
四
十
間

こ
れ
よ
り
下
る
に
山
間
に
。

湯
の
原

一
軒

不
動
尊
の
古
社
あ
り
。
大
滝
と
い
ふ
数
十
丈
の
滝
あ
り
、

是
名
取
川
上
也
。

是
よ
り
少
し
村
居
、
田
畑
な
ど
あ
り
沢
間
の
田
に
し
て

出
来
立
よ
ろ
し
。
殖
茎
あ
り
、
此
名
取
郡
辺
は
折
々
雨
あ

り
て
橋
を
流
す
。
旱
の
苦
な
く
故
に
作
合
よ
ろ
し
。

馬
場
村

二
十
余
戸

此
辺
も
猶
山
間
也
。
只
運
搬
の
荷
を
業
と
す
。
食
物
は

此
辺
大
麦
、
大
根
葉
等
の
粮
を
用
ゆ
。
粟
、
麦
、
大
豆
、

大
根
と
も
総
て
よ
ろ
し
。

所
用
、
山
形
ま
で
、
最
上
、
村
山
、
名
取
郡
と
も
、

み
な
小
山
の
峰
道
を
通
り
長
袋
に
至
る
。
此
処
に
追
分

あ
り
野
中
を
通
る
、
東
西
山
な
り
。
長
袋
よ
り
北
に
傍
道

は
関
山
越
也
。

字
遠
野
原
に
内
務
省
苗
木
仕
立
場
あ
り
未
だ
薄
原
に
て

施
行
な
し
。
松
を
仕
立
る
よ
し
、
二
十
丁
歩
位
の
地
な
り
。

愛
子

佐
山
今
朝
吉
に
宿
る
。

此
処
莨
を
名
産
と
す
。
莨
は
泥
を
干
た
る
上
に
播
き
、

藁
を
掩
ふ
て
養
ふ
。
肥
は
下
た
糞
な
り
。
根
付
た
る
時
雑

品
の
灰
に
人
糞
を
交
た
る
を
脇
肥
と
す
。
十
枚
位
を
残
し
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て
真
を
と
め
脇
芽
を
掻
と
り
ね
か
す
こ
と
な
く
縄
に
挟

み
て
軒
に
干
す
な
り
。
土
は
薄
赤
黒
く
か
ろ
き
土
に
し
て

小
石
の
交
た
る
六
田
辺
に
似
た
り
。
此
国
大
方
最
上
よ
り

莨
き
た
り
、
唯
奥
莨
と
愛
子
莨
あ
る
の
み
な
れ
ど
十
分
の

一
の
所
用
に
足
ら
ず
。

長
さ
ゝ
げ
の
種
を
貰
う
。

八
月
三
十
一
日

自

宮
城
郡
愛
子

至

宮
城
郡
仙
台
国
分
町
三
丁
目
大
泉
信

朝
曇
る
。
午
前
十
一
時
よ
り
終
日
雨
ふ
る
。

愛
子
出
立
、
落
合
に
至
り
こ
ゝ
に
北
に
定
義
道
、
南
二

口
越
の
追
分
あ
り
。
広
瀬
川
に
沿
て
仙
台
八
幡
丁
に
至
る
。

下
愛
子
よ
り
八
幡
丁
ま
で
二
里
、
国
分
丁
ま
で
一
里
合
三

里
也
。

南
、
石
川
と
佐
藤
、
米
山
行
と
二
対
差
立
。

仙
台
ま
で
猶
山
間
也
、
田
畑
よ
し
。
諸
木
草
生
育
よ
し.

か
や
の
木
の
大
木
処
々
に
見
ゆ
。

仙
台

国
分
町
二
丁
目
大
泉
信
に
着
。
片
平
町
、
公
園
地
内
、

博
覧
会
を
巡
覧
す
。
第
一
二
三
の
館
ま
で
能
く
列
陳
全
備

し
た
る
驚
く
べ
し
。
第
一
二
農
業
館
に
於
る
農
業
器
械
の

不
備
な
る
不
注
意
な
る
又
驚
く
べ
し
。

長
町
植
物
園
見
分

芦
粟
、
岡
稲
い
と
よ
く
出
来
た
り
。

青
葉
山

古
館

鎮
台
本
営

広
瀬
川

広
瀬
川
水
の
み
ど
り
に
う
つ
る
也
青
葉
の
山
の
峰
の
松

か
げ

榴
岡

鎮
台
分
営

桜
あ
り
、
東
に
あ
り
。

榴
岡
く
る
ま
に
の
り
て
過
行
ば
桜
が
下
に
雨
な
か
り

け
り

其
他
県
庁
、
本
学
校
、
師
範
学
校
、
裁
判
処
其
他
略
す
。

九
月
一
日

晴
天
北
風

自

仙
台
国
分
町
三
丁
目
大
泉
信

至

宮
城
郡
松
島
村
扇
屋
弥
右
ェ
門

国
分
町

芭
蕉
辻

つ
ゝ
じ
岡

鎮
台
砲
隊
の
前
を
過
ぎ

宮
城
野に

出
る
。
今
は
一
円
畑
と
な
り
、
其
内
操
練
場
に
致
し

た
る
処
あ
り
。
是
は
つ
ゝ
じ
岡
の
一
段
低
き
処
に
て
つ
ゞ

き
た
る
野
也
。

ふ
り
す
て
ゝ
い
か
に
帰
ら
ん
宮
城
野
の
小
萩
の
本
の
鈴

む
し
の
こ
ゑ
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宮
城
野
は
名
の
み
残
り
て
鈴
虫
の
す
ゞ
し
ろ
畑
と
成

に
け
る
哉

こ
れ
よ
り

原
の
町に

い
で
、
や
ゝ
塩
釜
道
を
通
る
。
南
に
当
り
多
く
田
面

い
と
地
勢
よ
し
。
北
は
山
に
つ
ゞ
き
た
る
村
居
多
し
。
此

辺
黒
毛
と
赤
毛
の
穂
多
し
。
赤
毛
抜
穂
し
た
り
、
両
種
凡

そ
三
分
の
一
に
過
た
り
。
流
行
稲
な
る
べ
し
。

此
間
に
処
々
に
村
あ
り
。

燕
沢

此
辺
の
肥
桶
四
ッ
付
に
し
て
中
た
が
太
き
者
な
り
。

今
市

岩
切
村
の
内

馬
の
鞍
の
産
也
。
蒲
を
以
て
つ
ゝ
み
筵
を
あ
み
、
其
形

秋
田
と
大
に
異
た
り
。

鍬
台
の
産
也
。
い
と
き
れ
い
也
。

仙
台
に
出
る
炭
俵
は
如
此
片
平
な
る
俵
に
て
、
か
た
ひ

ら
は
柴
を
か
け
上
太
と
柴
、
縄
等
に
て
結
ぶ
也
。
故
に
炭

は
太
き
一
本
炭
也
。

垣
は
秋
田
の
炭
俵
の
小
俵
な
る
も
の
に
て
萱
を
以
て

造
る
。

蒲
は
ふ
け
田
に
造
る
、
今
刈
居
る
。

鍬
の
大
い
な
る
こ
と
最
上
の
壱
増
な
る
も
の
を
用
ゆ
。

冠
川

を
渡
り
や
ゝ
行
て
左
松
島
へ
三
里
廿
七
丁
、
右
塩
釜
へ

二
里
十
七
丁
と
追
分
あ
り
。
こ
れ
よ
り
塩
釜
道
を
行
、
市

川
の
入
口
右
の
方
に
二
丁
余
入
て
野
手
の
上
に
多
賀
城

碑
あ
り
。
此
辺
古
瓦
粗
見
ゆ
。

く
だ
け
た
る
多
賀
の
下
城
の
瓦
ま
で
芝
生
に
す
た
る

壺
の
石
碑

こ
れ
よ
り
十
四
五
丁
右
に
入
て

八
幡
村
の
内

末
の
松
山

八
幡
村
の
上
な
る
墓
所
に
古
赤
松
生
た
り
、
こ
れ
な
ん

末
の
松
山
と
い
ふ
。
こ
れ
よ
り
八
幡
の
村
内
、
此
松
山
よ

り
五
十
間
過
ぎ
民
家
の
囲
の
傍
に

沖
の
井池

の
内
に
右
村
あ
り
。
此
八
幡
よ
り
塩
釜
に
通
る
往
還

あ
り
、
村
末
の
橋
を
渡
り
六
七
丁
行
て
留
具
と
い
ふ
村
の
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近
付
左
に
山
あ
り

楓
山

な
り
。

古
楓
二
本
あ
り
。
こ
の
右
は
田
な
り
。
古
楓
よ
り
少
し

前
に
右
に
別
る
ゝ
田
中
道
あ
り
、
堰
に
か
ゝ
れ
る
橋
を

安
倍
の
松
は
し

思
惑
橋
こ
れ
な
る
べ
し
。

傍
に
楓
あ
り
、
こ
れ
楓
山
安
倍
の
松
は
し
と
は
此
所
な

り
と
い
ふ
。
そ
れ
よ
り
村
居
を
十
丁
ば
か
り
過
て
田
沢
に

つ
ゞ
き
た
る
岡
の
先
に
老
松
あ
り
、
こ
の
所

野
田
の
玉
川

な
り
。
能
因
の
ゆ
ふ
さ
れ
ば
石
碑
あ
り
、
天
明
の
頃
た

て
た
る
石
也
。

む
し
の
鳴
野
べ
の
裾
田
に
風
吹
ば
稲
は
波
た
つ
の
田

の
玉
川

こ
れ
よ
り
小
山
を
越
塩
釜
村
に
出
、
海
老
や
某
に
休
息

し
て

塩
竈
村

塩
竈
神
社

国
弊
中
社

塩
釜
神
社
を
参
詣
し
て
舟
に
の
り
松
島
に
夕
ぐ
れ
着

し
た
り
。

の
る
舟
の
こ
ぎ
行
ま
ゝ
に
か
つ
か
く
れ
か
つ
あ
ら
は

る
ゝ
松
が
浦
し
ま

松
島
の
波
に
よ
わ
た
る
あ
ま
人
と
う
ま
れ
ぬ
身
こ
そ

う
ら
み
な
り
け
れ

松
し
ま
の
春
の
月
夜
を
あ
ま
人
に
と
ひ
ば
こ
た
ひ
も

お
ぼ
ろ
な
り
け
り

舟
の
か
へ
る
を
み
て
、

し
ま
め
ぐ
る
千
賀
の
浦
舟
洲
崎
よ
り
の
せ
て
か
へ
る

は
夕
日
也
け
り

塩
が
ま
に
夕
日
な
び
き
て
松
島
の
沖
の
千
島
に
日
は

く
れ
に
け
り

松
島
村
扇
屋
弥
右
ェ
門
方
止
宿
。

九
月
二
日

晴
天

自

松
島

至

遠
田
郡
小
牛
田
村
佐
々
木
常
三
郎

松
島

に
て
鰻
を
取
る
に
、
竹
の
節
を
取
二
尺
位
の
切
た
る
を

間
に
三
尺
位
縄
を
付
け
、
午
後
に
海
に
入
置
く
。
朝
と
く

あ
ぐ
る
に
其
竹
の
間
に
首
を
入
て
出
ら
ぬ
也
。
こ
れ
を
さ

て
に
ま
げ
て
と
る
也
。
図
は
後
に
出
す
。

朝
松
島
村
中
西
よ
り
御
嶋
道
に
入
て
渡
月
橋
を
わ
た

り
御
嶋
へ
わ
た
り
庵
座
あ
り
、
其
景
い
ふ
ば
か
り
な
し
。

住
す
て
し
人
も
あ
り
け
り
松
島
や
を
じ
ま
が
崎
の
松

の
下
庵

ま
た

松
島
や
小
島
が
崎
の
あ
と
と
へ
ば
仏
ば
か
り
ぞ
住
初
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に
け
る

こ
の
御
嶋
よ
り
み
れ
ば
竹
の
生
た
る
嶋
陰
よ
り
朝
日

出
る
也
。

渡
月
橋
の
朽
た
る
を
み
て

松
島
や
を
じ
ま
に
か
け
し
板
は
し
は
月
の
わ
た
る
も

あ
や
ふ
か
り
け
り

松
島
御
宿
を
こ
え
五
大
堂
を
み
て
北
の
山
を
越
て
直
に

高
城

に
入
る
。
入
口
に
塩
田
あ
り
水
田
の
如
く
地
に
処
々
に

砂
を
積
た
る
見
ゆ
。
そ
れ
よ
り
山
道
を
登
り
一
里
余
行
て

あ
て
ら
坂

此
の
茶
屋
の
北
よ
り
小
道
を
伝
て
松
山
道
あ
れ
ど
、
け

ふ
は
と
み
山
に
登
れ
ば
猶
あ
て
ら
坂
を
過
ぎ
四
五
丁
石

巻
道
を
行
て
右
に
入
り
山
を
の
ぼ
る
。

冨
山

此
山
に
の
ぼ
れ
ば
東
金
華
山
、
西
は
小
山
つ
ゞ
き
、
南

松
島
、
北
遠
田
郡
又
は
品
井
沼
見
ゆ
。
富
山
に
て
眺
望
し

て
も
と
の
あ
て
ら
坂
に
帰
り

松
島
の
千
嶋
に
う
か
ぶ
浦
舟
は
木
の
は
な
が
れ
し
か

げ
か
と
ぞ
見
る

小
道
に
入
北
小
泉
村
を
過
ぎ
山
道
を
行
て
麓
な
る
村

に
下
り
川
を
わ
た
り
て

品
井
沼の

芦
原
の
中
道
を
行
、
山
の
村
に
至
り
そ
れ
よ
り
七
八

丁
過
ぎ

鹿
島
台

に
至
る
。
こ
れ
よ
り
小
山
道
を
過
て

長
尾
村に

入
る
。
こ
ゝ
に
て
志
田
郡
の
田
面
広
々
と
し
て
一
目

な
り
。
東
西
に
長
く
南
北
に
高
山
な
く
、
日
中
照
射
せ
ざ

る
な
し
。
地
勢
地
味
尤
よ
し
。
且
本
年
は
雨
降
の
道
よ
く

田
畑
と
も
豊
作
な
り
。
松
山
下
村
を
過
て

松
山

千
石
村
と
あ
り
、
元
大
庭
周
防
一
万
三
千
石
の
地
。

こ
の
処
を
過
ぎ
田
甫
道
十
三
四
丁
を
過
ぎ

鳴
瀬
川

を
わ
た
り
直
に

青
野
村に

至
る
。
猶
田
道
を
少
し
過
て
川
あ
り
、
こ
れ
南
は
志

田
郡
、
北
は
遠
田
郡
（
地
勢
志
田
郡
に
同
じ
よ
ろ
し
）
の

郡
界
あ
り
。
少
し
野
末
の
道
を
行
ば
瀬
戸
づ
く
り
白
土
あ

り
。
猶
行
て

北
浦
村

に
入
る
。
田
面
を
少
し
過
ぎ

手
飼
村

あ
り
。
直
に
土
手
を
伝
て

小
牛
田
村

に
下
り
て
や
ど
る
。
兄
と
物
か
た
る
う
ち
に
よ
の
人
の

好
む
処
は
か
な
き
を
よ
め
り
。
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こ
と
の
は
に
引
く
ら
べ
て
は
三
の
緒
の
お
と
は
耳
に

も
残
ら
ざ
り
け
り

旅
宿
に
て
登
米
郡
上
沼
村
千
葉
勘
之
助
に
聞
く
。

百
刈
は
三
百
坪
、
新
反
別
一
反
八
九
畝
歩
、
三
手
打
六

抱
壱
束
也
。

万
巻
村
に
あ
る
谷
地
中
辺
は
三
四
万
刈
も
造
る
人
あ

る
よ
し
。

登
米
は
田
の
外
の
産
は

麻

桜
場
、
加
賀
野
、
黒
沼
辺
尤
多
し
。
こ
れ
を
作
る

に
一
反
歩
に
種
七
升
の
見
込
。
前
年
秋
よ
り
人
糞
を
混
し

深
耕
す
る
こ
と
幾
返
も
す
る
也
。
春
に
至
て
こ
れ
を
播
種

す
、
一
尺
八
寸
畝
に
二
筋
に
ま
く
也
。

い
も
の
子

み
ろ
く
地
、
上
沼
辺
尤
多
し
。
こ
れ
を
作

る
に
馬
肥
を
下
糞
を
し
て
壱
尺
三
四
寸
位
を
放
て
植
る
。

子
を
蓄
る
に
秋
子
を
取
ら
ず
、
乾
地
の
湿
り
な
き
に
四
五

尺
の
深
き
穴
を
穿
ち
砂
と
交
ぜ
蓄
を
く
也
。

苗
代
は
刈
草
を
少
々
入
れ
秋
ま
で
い
く
た
び
と
な
く

耕
也
。

田
は
秋
耕
し
て
春
打
返
す
。
か
つ
き
代
し
て
植
る
也
。

二
百
十
日

遠
田
郡
も
に
至
れ
ば
水
を
落
す
也
。

平
地
は
麦
、
山
は
雑
粮
也
。

登
米
よ
り
松
前
に
行
を
東
街
道
と
云
う
。
野
蒜
道
な
り
。

筑
波
則
南
部
道
を
中
通
り
と
云
ふ
。

古
川
町
は
上
米
也
。
玉
造
米
と
は
こ
れ
也
。
此
辺
草
取

る
に
数
を
限
ら
ず
、
出
穂
す
る
も
猶
と
る
也
。
大
方
五
六

遍
と
る
也
。

杭
棒
と
唱
ひ
稲
を
田
に
刈
た
る
否
穂
に
し
て
束
立
し

乾
た
る
を
杭
棒
に
か
け
、
こ
れ
は
百
五
十
抱
位
か
け
其
后

内
に
運
び
に
ほ
に
す
る
也
。
又
は
さ
が
け
も
あ
り
。

遠
田
郡
苅
稲
を
穂
を
下
に
し
て
束
立
し
藁
乾
た
る
を

三
束
と
な
し
穂
を
干
、
後
そ
ん
そ
り
と
し
て
十
二
束
干
い

づ
れ
も
田
の
中
也
。

九
月
三
日

晴
天

自

小
牛
田

至

栗
原
郡
有
壁
村
佐
藤
よ
し

品
井
沼
は
黒
川
郡
、
留
山
は
加
美
郡
也
。

小
牛
田

出
立
、
田
中
道
を
過
て

中
坪

猶
田
中
道
を
過
て

田
尻

に
出
て
野
山
を
行

栗
原
郡
高
清
水
村

に
出
た
り
。
是
本
道
な
り
。
築
舘
二
里
十
五
丁
三
尺
、

仙
台
へ
十
三
里
卅
五
丁
余
。

小
山
田
村

か
ら
と
り
は
旧
五
月
に
植
て
八
月
に
喰
、
子
を
蓄
種
と
す
。
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此
辺
廿
日
の
風
少
々
さ
わ
り
た
り
、
並
木
等
少
々
に
折

れ
た
り
。
白
米
一
升
十
銭
。

筑
館

仙
台
よ
り
十
六
里
半

柳
の
並
木
あ
る
田
中
を
過
ぎ

宮
野
村に

至
り
山
を
の
ぼ
り
く
だ
れ
ば
、
山
根
の
左
に
し
て
朝

日
対
た
る
朝
日
清
水
。
右
に
し
て
夕
日
に
対
た
る
夕
日
清

水
と
い
ふ
。
そ
れ
よ
り
右
の
山
根
折
の
道
を
通
て
鷹
の
羽

清
水
。
そ
れ
よ
り
や
ゝ
行
て
小
方
な
る
村
よ
り
坂
を
の
ぼ

り
姉
歯
の
松
に
行
。

鷹
の
羽
の
清
水
は
背
高
く
鷹
の
羽
の
如
く
な
る
よ
り

背
を
つ
た
へ
て
流
る
ゝ
故
に
い
ふ
と
也
、
し
か
と
わ
か
ら
ず
。

姉
歯
の
松

姉
歯
村
の
少
し
高
き
小
山
の
道
の
傍
に
あ
り
。
老
松
四

本
の
あ
る
中
に
、
文
化
九
年
壬
申
四
月
姉
歯
村
三
郎
兵
な

る
人
の
立
石
に
し
て
、
磐
井
郡
流
小
野
寺
東
鵞
書
に
し
て

い
と
よ
く
書
か
れ
た
る
碑
面
に
、
業
平
と
祐
気
秀
能
長
明

と
田
人
の
歌
を
書
た
る
碑
あ
り
。

枝
た
れ
て
こ
け
む
す
み
れ
ば
く
り
は
ら
の
あ
ね
は
の

松
も
老
に
け
る
哉

こ
れ
よ
り
峰
道
を
壱
町
ば
か
り
行
て

硯
ヶ
池

今
は
小
き
溜
な
り
。
そ
の
か
た
わ
ら
の
藪
中
に

片
羽
の
萱

あ
る
よ
し
。
こ
れ
よ
り
三
四
丁
村
中
の
小
道
を
分
て

沢
辺
駅

に
出
る
。
田
中
道
少
し
過
て

金
成
駅

に
入
る
。
山
道
二
里
斗
り
過
て

末
野
村に

入
る
。
猶
山
道
を
分
て
有
壁
に
至
り
、
こ
の
間
双
方

野
山
な
り
。

九
月
四
日
自

有
壁
村

至

岩
手
県
陸
中
国
胆
沢
郡
金
ヶ
崎
村
千
田
源
吉

午
前
八
時
頃
ま
で
小
雨
ふ
る
。
晴
天
と
な
り
ま
た
午
後

の
四
時
頃
よ
り
雨
ふ
る
。

有
壁

出
立
。

山
道
の
野
山
を
行
々
一
里
斗
り
に
し
て
宮
城
県
陸
前

国
栗
原
郡
と
岩
手
県
陸
中
国
磐
井
郡
の
界
あ
り
。
仙
台
よ

り
二
十
三
里
余
、
岩
手
よ
り
二
十
六
里
余
。

山
を
下
り

真
柴
村

に
至
る
。
直
に

一
の
関
町

有
壁
よ
り
二
里
半
、
前
沢
へ
三
里
半

こ
ゝ
は
旧
田
村
左
京
太
夫
三
万
石
の
城
下
也
。
市
中
に

磐
井
川
の
橋
あ
り
。
こ
れ
よ
り
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山
の
目
村

此
近
郷
を
み
れ
ば
円
き
一
の
沢
間
也
。
田
中
道
を
通
て

平
泉
村に

至
る
。
此
辺
み
な
麻
の
産
地
に
て
七
八
尺
の
干
た
る

麻
幹
を
多
く
駄
送
せ
り
。
此
平
泉
は
か
の
義
経
の
旧
跡
な

り
。
村
中
凡
一
里
半
ば
か
り
の
長
き
村
也
。
や
ゝ
行
て

衣
の
関此

関
村
は
左
右
に
高
き
山
あ
り
後
に
衣
川
あ
る
い
と

よ
き
関
処
な
り
。
中
尊
寺
あ
り
、
弁
慶
の
旧
跡
あ
り
。

衣
川
は
則
此
衣
の
関
村
末
な
り
。

衣
川
や
ゝ
秋
更
て
旅
人
の
わ
た
る
せ
寒
く
成
に
け
る
哉

此
川
末
直
に
北
上
川
に
落
合
な
り
。
川
向
に
高
き
山
あ

り
。
此
衣
川
を
堺
と
し
て

胆
沢
郡

と
な
る
。
直
に

下
衣
川
村

に
入
る
。
村
つ
ゞ
き
に
金
命
丸
う
る
村
あ
り
、
瀬
原
な

る
べ
し
。

白
馬
村

み
な
山
道
を
過
て

前
沢
駅

に
入
る
。
猶
小
山
道
を
行
て

稲
置
村

古
城
村此

辺
ま
だ
田
草
を
取
お
れ
り
。
前
沢
辺
よ
り
岩
手
の
か

た
は
次
第
に
雪
つ
も
る
よ
し
。
前
沢
よ
り
仙
台
の
か
た
は

大
凡
二
三
尺
に
過
ず
し
て
、
彼
岸
の
頃
に
は
ざ
う
り
道
と

な
る
よ
し
。

中
野

秋
成

み
な
処
々
に
小
坂
あ
り
山
根
に
つ
ゞ
き
た
る
む
ら
也
。

常
盤

水
沢
駅

元
水
沢
県
の
跡
也
。

塩
竃
村
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
金
ヶ
崎
へ
一
里
二
十
七
丁
。

水
沢
近
郷
の
地
勢
仙
北
に
似
た
り
。
高
山
に
つ
ゝ
ま
れ
た

れ
ど
、
北
の
方
山
低
し
。
町
つ
ゞ
き

下
幡

田
中
道
を
過
て

宇
佐
村

の
わ
た
り
を
過
て

西
根
村

に
入
り
、
直
に

金
ヶ
崎

に
入
る
。

野
も
山
も
道
は
開
け
て
大
御
代
は
馬
に
車
に
か
よ
ふ
旅
哉

九
月
五
日

晴
天

自

金
ヶ
崎

至

岩
手
郡
岩
手
呉
服
丁
高
瀬
清
蔵

金
ヶ
崎
を
出
立
、
山
道
を
行
々
一
里
半
位
に
し
て

郡
界

陸
中
国
、
胆
沢
郡
三
ヶ
尻
村
、
東
和
賀
郡
相
去
村
。

猶
処
々
に
民
家
あ
り
。
小
山
道
を
行
に
川
ぞ
ひ
の
な
は

て
道
を
通
り
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相
去
村に

入
る
。
此
辺
畑
多
し
、
田
は
下
田
也
。
村
中
に
つ
ゞ

き
下
鬼
柳
村

に
入
る
。
そ
れ
よ
り
少
し
行
て
大
な
る
橋
あ
り
、
こ
れ

を
わ
た
り

黒
沢
尻
町

に
入
る
。
此
地
よ
り
花
巻
ま
で
三
里
十
一
丁
。
小
山
道

を
行
、
直
に

二
子
村

な
り
。
猶

成
田
村

に
つ
ゞ
く
。
小
山
道
を
行
て

郡
界

東
和
賀
郡
成
田
村
、
稗
〆
郡
十
二
丁
目
村
。

猶
小
山
道
を
行
て

外
甍

に
つ
ゞ
く

大
根
子
村

川
口
村

を
過
ぎ

花
巻
村に

入
る
。
石
鳥
屋
ま
で
三
里
十
一
丁
、
郡
山
ま
で
五
里
。

こ
れ
よ
り
初
て
田
畑
中
の
平
坦
の
地
也
。
森
岡
ま
で
猶
同

じ
。此

辺
ま
で
み
な
粮
を
食
ふ
。

好
地

大
淵

口
詰

を
過
ぎ

郡
山
村に

入
る
。
十
三
四
丁
過
て
二
日
町
某
村
に
古
館
山
の
旧

跡
あ
り
。
村
つ
ゞ
き

高
水
寺
村

猶
小
村
あ
れ
ど
略

郡
界

紫
波
郡
津
志
田
村
、
南
岩
手
郡
向
中
野
村
。

猶
行
に
平
垣
を
過
て
岩
手
町
に
入
る
。

九
月
六
日
自

岩
手
町

至

秋
田
県
仙
北
郡
生
保
内
村
畠
山
三
治
右
ェ
門

午
後
晴
天
。

岩
手
町

雫
石
ま
で
四
里
十
二
丁
五
十
間

岩
手
を
立
、
勧
業
課
に
至
り
囲
内
従
覧
を
乞
し
に
戸
長

の
奥
印
な
る
願
書
持
参
の
由
な
れ
ば
延
引
す
。
公
園
地
な

ど
を
見
る
に
草
繁
茂
せ
り
。

此
町
を
い
で
下
厨
川
よ
り
川
ぞ
ひ
の
往
還
を
過
ぎ
、
此

間
の
村
を
略
す
。
田
面
い
と
土
地
あ
し
く

雫
石

に
入
る
。

橋
ば
ま
で
二
里
半
位
、
森
岡
よ
り
六
里
二
十
八
丁
二
十

二
間
。

こ
れ
よ
り
小
山
道
を
行
々
、
左
右
野
山
み
な
そ
ば
畑
の
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花
盛
也
。

橋
場

峰
の
境
ま
で
二
里
十
一
丁
二
十
間

に
入
る
。
や
ゝ
土
地
も
稲
も
よ
ろ
し
。

右
と
な
り
左
と
な
り
て
村
雨
の
雲
の
中
行
秋
の
山
越

白
雲
の
な
ど
つ
ゝ
ま
し
く
お
も
ふ
ら
ん
岩
手
の
み
ね

の
晴
行
も
有
哉

岩
手
山
ふ
も
と
の
野
べ
に
秋
更
け
ぬ
古
畑
そ
ば
の
花

白
く
し
て

峰
を
越
る
ほ
ど
雨
な
り
。
峰
の
庵
に
や
す
ら
ひ
て
昼
食

す
。
く
だ
り
て
中
腹
に
て
田
沢
の
沢
見
ゆ
。

国
見
峠
、
ぬ
き
う
ち
茸
あ
り
、
ぶ
な
、
い
た
や
に
生
ず
。

旧
七
月
初
旬
よ
り
生
た
り
。
そ
れ
よ
り

生
保
内
町

岩
手
よ
り
二
里
半

に
入
る
。
今
日
は
大
凡
十
二
里
。

此
辺
今
大
根
畑
を
蒔
。
麻
を
引
た
る
あ
と
な
る
よ
し
。

今
蒔
た
る
は
柔
に
し
て
よ
し
。
早
蒔
は
大
根
堅
く
し
て
よ

ろ
し
か
ら
ず
。
本
年
は
田
畑
と
も
よ
ろ
し
き
よ
し
申
事
也
。

紅
葉
ち
る
夕
山
嵐
秋
更
て
わ
た
る
せ
寒
き
谷
川
の
水

九
月
七
日

自

生
保
内
村

至

仙
北
郡
境
村
鈴
木
慶
助

生
保
内

南
北
に
長
く
東
西
に
短
し
。
土
地
あ
し
く
し
て
極
山
間

也
。
稲
生
育
短
く
殖
茎
少
し
、
玉
川
の
わ
た
り
あ
り
。

玉
川
わ
た
し

刺
巻

土
地
同
じ
、
小
山
を
越
猶
同
道
の
内
な
る
よ
し
。
み
な

同
じ
事
也
。
こ
れ
に
て
一
沢
辺
と
な
れ
り
。

卒
田
の
内
、
出
口
よ
り
出
て
や
ゝ
沢
間
広
し
。
此
出
口

よ
り
真
崎
野
に
い
づ
る
。
此
所
瀬
川
徳
助
の
持
地
也
。
い

と
広
く
土
地
も
可
な
り
。
稲
生
よ
く
地
広
し
。
桐
畑
を
つ

く
る
よ
し
。

卒
田

こ
れ
よ
り
生
保
内
ま
で
二
里
半

村
を
出
る
に
や
ゝ
広
し
。

若
松
新
田
村

村
つ
ゞ
き

荒
川
尻
村

小
松
村此

三
ヶ
村
左
右
に
村
居
も
あ
れ
ど
一
の
沢
間
也
。
此
小

松
村
よ
り
山
を
め
ぐ
り
三
四
丁
に
し
て

角
館
町町

は
菅
を
つ
く
る
処
也
。
繁
茂
し
た
る
に
此
頃
鎌
に
て

き
り
、
間
た
間
た
を
取
り
去
り
捨
る
也
。
こ
れ
よ
り
南
は

六
郷
に
出
る
道
路
平
坦
な
り
。
西
の
か
た
渡
り
を
わ
た
り

小
山
の
裾
を
越
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西
長
野
村

に
入
る
。
こ
の
村
は
東
西
に
長
き
山
間
に
し
て
土
味
よ

ろ
し
か
ら
ず
、
下
等
の
上
位
な
り
。
生
保
内
辺
よ
り
は
遥

に
ま
さ
れ
り
。
村
中
弐
里
斗
り
あ
り
。
こ
れ
ま
で
一
の
沢

間
な
り
。
山
を
越
、
此
峠
に
て
角
館
と
淀
川
と
川
水
脈
わ

か
る
ゝ
也
。

稲
沢
村

二
十
余
戸

に
く
だ
る
。
極
山
間
の
田
也
。
や
ゝ
行
て
同
村
の
支
郷

水
沢
村
に
入
る
。
少
し
沢
間
広
し
。
此
村
中
よ
り
北
三
十

五
丁
に
し
て
荒
川
の
鉱
山
に
入
る
追
分
あ
り
。
鉱
山
に
此

辺
薪
米
を
雲
然
辺
の
も
の
多
く
く
り
出
よ
し
。
こ
れ
よ
り

広
野
あ
り
。
行
々

落
合
村に

入
る
。
此
広
野
は
此
村
の
上
下
に
あ
り
て
、
土
地
上

ぼ
く
、
下
真
土
の
柔
ら
か
な
る
也
。
こ
れ
よ
り
西
に
猶
く

だ
り
、
山
間
の
川
一
筋
の
わ
た
る
こ
と
十
三
ヶ
処
に
し
て

荒
川
鉱
山
の
新
道
の
追
分
に
い
づ
る
也
。
行
々
宮
田
村
と

荒
川
鉱
山
の
追
分
あ
り
。
宮
田
は
北
の
方
也
。
荒
川
は

や
ゝ
広
き
沢
間
也
。
此
辺
白
川
は
あ
た
り
を
植
る
者
多
し
。

極
山
間
は
す
な
ら
多
し
。

下
淀
川
村

本
村
に
出
、
本
道
に
合
す
。
六
七
丁
過

境
村

に
入
る
。

九
月
八
日

自

境
村

至

帰
宅

前
暁
大
雷
鳴
雨
、
昼
晴
た
り
。

境
村

此
辺
大
里
は
刈
取
た
り
。

舟
沢

平
年
よ
り
作
合
よ
ろ
し
く
見
ゆ
。
根
花
も
ち
の
出
る
処

な
り
。

神
内

舟
岡

猶
作
合
同
じ
。

和
田

戸
島

横
山

牛
島

此
辺
猶
こ
と
な
る
事
な
し
。

秋
田
馬
喰
町

八
橋

土
崎
湊

相
染

飯
島

中
野

小
泉
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堀
田

岩
瀬

龍
毛

山
田

九
月
八
日

帰
宅

き
の
ふ
ま
で
い
か
に
と
お
も
ひ
わ
づ
ら
ひ
し
ふ
る
さ

と
人
も
こ
と
な
か
り
け
り

石
川
貞
直

金
三
十
壱
円
五
十
銭

持
参
金

内
七
十
銭

今
野
荘
左
衛
門
へ
わ
か
代

〃
八
十
銭

高
橋
正
蔵
へ
く
り
代

〃
七
十
銭

高
垣
慎
吉
へ
土
産

〃
六
十
銭

山
形
県
地
諸
関

〃
二
十
銭

宮
城
県
同
上

〃
三
十
五
銭

岩
手
県
同
上

〃
二
十
銭

よ
せ
木
箱
代
橋
本
渡

〆
三
円
五
十
五
銭

残
り
弐
十
七
円
九
十
五
銭

内
十
六
円
二
十
銭

在
金

又
掛
り
十
一
円
七
十
五
銭

旧
七
月
十
六
日
よ
り
八
月
四

日
ま
で
十
九
日
間
旅
費

博
覧
会
の
景
況

該
会
は
仙
台
宮
城
庁
下
、
片
平
町
公
園
地
内
に
設
く
。
場

内
の
体
裁
整
備
た
る
や
、
陳
列
の
順
序
及
び
終
覧
人
の
通
路

能
く
縄
張
し
、
事
務
処
の
体
裁
、
休
息
処
、
売
店
、
飲
食
店

の
結
構
実
に
十
年
の
内
国
博
覧
会
恥
ず
。
然
る
に
農
業
館
の

出
品
、
第
一
館
に
は
生
急
種
紙
に
属
す
る
物
少
な
か
ら
ず
と

雖
も
、
第
二
の
館
内
農
器
の
部
に
は
僅
々
陳
列
す
る
の
み
。

実
に
老
農
の
眼
に
止
る
も
の
有
る
べ
か
ら
ず
。
是
該
掛
員
の

不
注
意
な
る
べ
し
。

農
業
の
不
利
な
る
よ
り
民
家
耕
耘
に
苦
し
む
こ
と
を
知

ら
ず
や
。
農
の
不
利
は
則
一
県
一
国
の
損
失
に
関
す
る
事
な

ら
ず
や
。
予
業
暇
を
盗
み
七
十
里
を
遠
し
と
せ
ず
本
場
に
臨

む
は
何
ぞ
や
。
則
農
具
の
便
益
を
謀
り
県
内
同
業
者
に
其
洪

益
を
及
さ
ん
と
す
る
を
主
眼
と
し
て
、
過
日
川
辺
郡
平
尾
鳥

村
を
尋
ね
行
々
農
器
の
便
否
に
着
目
し
て
本
日
漸
く
爰
に

至
る
に
、
現
今
の
景
況
歎
く
べ
し
。

平
素
県
内
に
使
用
す
る
者
を
召
集
す
る
何
の
難
き
事
か

あ
ら
ん
。
何
れ
の
管
内
も
皆
甲
乙
相
隔
り
て
は
、
其
の
器
形

状
使
用
自
ら
異
り
、
彼
が
長
を
取
て
は
我
短
を
捨
て
益
す
る

事
な
か
ら
ざ
る
な
る
べ
し
。
然
る
に
見
る
に
足
る
。
是
は
県

民
の
為
め
に
深
く
歎
ず
る
処
な
る
乎
。

（
農
況
親
報
よ
り
）


